
左脚

プルキンエ
線維

右脚

ヒス束

房室結節

洞結節

右房

右室

左房

左室

Ⅰ
心
臓
の
電
気
の
流
れ

通
常
、
心
臓
は
１
分
間
に
約
60
～

80
回
、
１
日
に
し
て
約
10
万
回
前
後
、

収
縮
と
弛
緩
を
交
互
に
繰
り
返
し
拍

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
リ
ズ
ム
は
、
洞
結
節
（
ど
う

け
っ
せ
つ
）
と
呼
ば
れ
る
心
臓
の
発

電
所
か
ら
発
生
す
る
電
気
刺
激
に
よ

り
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
電
気
刺
激
が

電
線
に
相
当
す
る
伝
導
路
を
通
り
心

房
全
体
に
興
奮
が
伝
わ
り
、
心
房
を

収
縮
さ
せ
、
心
房
に
溜
ま
っ
た
血
液

を
心
室
に
送
血
し
ま
す
。
次
に
房
室

結
節
と
い
う
心
房
と
心
室
の
電
気
の

中
継
・
変
電
所
を
経
由
し
て
、
心
室

に
電
気
が
伝
わ
り
ま
す
。
心
室
で
は

ヒ
ス
束
と
い
う
1
本
の
電
線
を
経
由

し
、
右
脚
と
左
脚
の
太
い
電
線
に
別

れ
た
後
、
さ
ら
に
細
か
く
枝
分
か
れ

し
た
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
を
通
り
、
心

室
の
心
筋
細
胞
全
て
が
興
奮
し
、
左

右
の
心
室
の
収
縮
に
よ
り
全
身
と
肺

に
送
血
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
心
房
・
心
室
が
１
心

拍
毎
に
協
調
し
無
駄
な
く
働
き
、
全

身
に
血
液
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
）
刺
激
伝
導
系

Ⅱ
不
整
脈
と
は

心
臓
の
電
気
刺
激
が
正
常
に
働
か

な
く
な
り
、
脈
が
不
規
則
に
な
っ
て

し
ま
う
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

不
整
脈
の
分
類
と
そ
の
症
状

①
期
外
収
縮

～
心
房
性
期
外
収
縮
・
心
室
性

期
外
収
縮

瞬
間
的
に
脈
が
飛
ぶ
、
脈
が
抜

け
る
、
瞬
間
的
に
ド
キ
ッ
と
す

る
な
ど
。

②
除
脈
性
不
整
脈

～
洞
不
全
症
候
群
・
房
室
ブ
ロ
ッ

ク
脈
が
遅
く
、
頭
が
ボ
ー
っ
と
す

る
、
目
の
前
が
暗
く
な
る
、
失

神
す
る
な
ど
。

③
頻
脈

～
心
房
粗
細
動
・
心
房
頻
拍
・

発
作
性
上
室
性
頻
拍
・
心
室

頻
拍
・
心
室
細
動

脈
が
速
く
な
り
ド
キ
ド
キ
が
続

く
、
短
時
間
の
胸
痛
な
ど
。

血
圧
低
下
に
よ
る
め
ま
い
や
失

神
な
ど
。

※
必
ず
し
も
こ
の
通
り
に
症
状
が

出
現
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
不
整
脈
の
感
じ
方
に

は
、
か
な
り
の
個
人
差
が
あ
り
ま

す
。

Ⅲ
不
整
脈
の
原
因

心
筋
梗
塞
や
心
筋
症
な
ど
心
臓
自

体
に
病
気
が
あ
り
、
心
臓
の
筋
肉
が

障
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
、

刺
激
伝
導
系
に
も
障
害
が
生
じ
、
不

整
脈
は
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
心
臓
以
外
の
病
気
（
例
え

ば
ホ
ル
モ
ン
や
血
液
中
の
電
解
質
イ

オ
ン
・
自
律
神
経
系
活
動
な
ど
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
よ
う
な
病
気
の
場

合
）
や
甲
状
腺
の
病
気
で
も
、
不
整

脈
が
合
併
症
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
加
齢
や
高
血
圧
、
喫
煙
、

飲
酒
、
疲
労
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

な
ど
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
る
様
々

な
要
因
が
複
合
的
に
重
な
り
、
不
整

脈
を
悪
化
さ
せ
る
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
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今
月
の
特
集

不
整
脈
に
つ
い
て

１１月号

①洞結節：発電所の役割⇒

②心房：心房から心室へ血液を送る補助ポンプ⇒

③房室結節：心房と心室間の電気の中継所、必要に応
じ変電所の役割⇒

④心室：ヒス束(右脚・左脚の送電線)、全身と肺へ血
液を送る主なポンプ



Ⅳ
不
整
脈
に
対
す
る
治
療

検
査
に
よ
り
治
療
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
不
整
脈
の
性
状

な
ど
に
よ
り
、
薬
物
療
法
や
非
薬
物

療
法
ま
た
は
経
過
観
察
の
い
ず
れ
か

が
選
択
さ
れ
ま
す
。

不
整
脈
に
対
し
て
抗
不
整
脈
薬
を

使
用
す
る
と
、
逆
に
新
た
な
不
整
脈

を
引
き
起
こ
し
て
生
命
予
後
を
悪
化

さ
せ
る
場
合
も
あ
る
の
で
慎
重
に
薬

物
投
与
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
薬
物
療
法
（
高
周
波
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
、
植
え
込
み
型
除
細
動

器
な
ど
）
を
選
択
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

い
ず
れ
の
治
療
法
を
選
択
す
る
場

合
で
も
、
患
者
さ
ん
に
よ
く
説
明
し

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

※
①
～
③
の
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な

い
不
整
脈
で
は
経
過
観
察
の
み
で
問

題
は
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
、
安
全
な

不
整
脈
で
は
患
者
さ
ん
に
そ
の
安
全

性
を
説
明
し
、
よ
く
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
経
過
観
察
の
み
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
あ
ま
り
に
そ
の
症
状
が

強
く
、
生
活
の
質
が
低
下
し
て
し
ま

う
な
ど
の
場
合
に
は
治
療
の
対
象
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
不
整
脈
の
加
療

の
第
一
は
、
心
臓
に
器
質
的
障
害
が

あ
る
か
を
評
価
し
、
検
討
す
る
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
１
日
に
１
回

出
現
し
て
も
生
命
の
危
険
を
生
じ
る

不
整
脈
も
あ
れ
ば
、
何
万
回
出
現
し

て
も
危
険
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

脈
の
不
整
を
感
じ
た
時
に
は
循
環

器
内
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

一
言
で
不
整
脈
と
い
っ
て
も
、
そ

の
症
状
も
種
類
も
様
々
で
す
。
そ
の

た
め
、
そ
れ
ら
の
治
療
方
法
も
多
彩

で
す
。

い
ず
れ
の
治
療
方
法
を
選
択
す
る

に
し
て
も
、
患
者
さ
ん
の
理
解
と
同

意
が
な
く
し
て
は
良
い
治
療
方
法
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
心
的
要
因
も
不
整
脈
の
原
因
と

し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

治
療
開
始
前
も
し
く
は
、
治
療
中

に
不
安
な
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

せ
ず
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
今
月
の
記
事

看
護
師

菅
原
】
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＊心臓病・心筋障害など
＊甲状腺の病気など
＊ホルモンバランスの障害

＊過度の飲酒・喫煙
＊ストレス・過度の疲労

治療が必要と判断される不整脈

①血行動態(血管、心臓を含めた循環系を
流れる血液の状態)に悪影響を与え血圧が
低下したり、心不全になったりする場合

②突然死を引き起こす可能性がある場合
(致死的不整脈)

③塞栓症の危険がある場合

編
集
後
記

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
優
先
接
種
者
が
対
象
で
す
。

優
先
接
種
の
対
象
と
な
る
の
は
、

妊
婦
と
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方

(

慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患
、

慢
性
腎
疾
患
、
慢
性
肝
疾
患
、
糖

尿
病
・
・
・
等
で
基
準
に
該
当
す

る
方)

の
中
で
、
入
院
中
、
通
院
中

の
方
で
す
。
優
先
接
種
の
対
象
と

な
る
か
否
か
は
、
診
察
の
際
お
尋

ね
下
さ
い
。
成
人
の
接
種
回
数
は

通
常
１
回
で
す
。
料
金
は
１
回
接

種
の
場
合
、
全
国
共
通
で
３
６
０

０
円
で
す
が
、
秋
田
県
内
の
ほ
と

ん
ど
の
市
町
村
で
助
成
し
て
お
り
、

優
先
接
種
者
は
無
料
～
２
６
０
０

円
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す(

一

部
の
市
町
村
を
除
き
ま
す)

。
詳
し

く
は
受
付
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
混
同
さ
れ
て
い

る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

「
季
節
性
」
は
毎
年
冬
に
な
る
と

流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
、

「
新
型
」
は
今
年
に
な
っ
て
世
界

的
に
流
行
し
世
間
を
騒
が
せ
て
い

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
両
方

と
も
ワ
ク
チ
ン
は
別
物
で
、
季
節

性
の
予
防
接
種
は
新
型
に
は
無
効

で
、
新
型
予
防
接
種
も
季
節
性
に

は
無
効
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
１
回
ず
つ
接
種
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
１
週
間
の
間
隔
を
あ

け
れ
ば
両
方
接
種
可
能
で
す
。

【
事
務
長

奈
良
】

年末年始休診のお知らせ

12月30日（水）～1月4日（月）まで
誠に申し訳ございませんが
休診とさせて頂きます。

尚、12月28日（月）は午後も診療
12月29日（火）は午後休診と

させて頂きます。
皆様にはご迷惑をおかけしますが

何卒、宜しくお願い申し上げます。


